




































































































































4.14 CGIAR組織内外の研究機関との協力

各研究センターは，持続性を強化することと，研究計画のバランスを図ることに加えて，

地球規模の持続性に関する研究を導入すろことになるだろう。いくつかの研究センターは，

すでに天水地域におけろ水管理のために必要とされている新たな技術の開発や，灌漑方式

における塩類集積の問題や滞水の問題の解決，アフリカにおける眠り病とその環境的制御，

作物や家畜と多目的樹木とを結合させた新しい営農法の開発などに参画している。

この種の問題の解決は，国家レベルの総合的な長期研究・開発計画を必要としている。

国際的な視点からこのような計画に貢献するためには，単独の研究センターの活動範囲を

越えており， CGIAR組織の総合的な活動範囲さえ越えていろかもしれない。したがっ

て，各研究センターによる効果的な協力の要請は以前にもまして轟まっている。すなわち，

単に各国の組織とだけではなく， CGIAR内外を問わず持続性の達成に関して貢献しう

るすべての研究機関の問での協力が必要とされているのである。

最近刊行された報告書の中で， TACは各研究センターの役割の分担， CGIAR系の

研究センターと非CGIAR系の研究機関との間の研究協力の促進に関する見解を示した。

TACはまた CGIAR系研究センターと各国の農業研究組織との関係についても検討し

ている。各研究センターが研究協力に参画する場合の意思決定は，各々の理事会と管理ス

タッフによって行われるべきである。原則的には， CGIAR系の研究センターは，それ

ぞれの役割に関連し，研究の可能な問題に焦点を絞るべきであり，特定の開発計画に左右

されるべぎではない。

TACは，各研究センターが民間機関を含めた他の研究機関との協力関係，特に持続性

に関係した研究を強化するという視点からの研究協力を発展させるべきであると勧告する。
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4 • 1 5 研究ニー—フぐと厄司追墾芦迂汎哀

研究センターと各国の農業研究組織は，持続性に関する問題の解決のためにすてに大き

な貢献を果しているが，現在求められていろ緊急な要請に対してぱ必ずしも適切な対応を

しているとはいえない。

生産力研究に対して配分されている予算の大部分ぱ，既に獲得された成果を維持する

めに費やされている。しかし，その一方で研究活動の対象地は多くの限界地帯に拡大すろ

必要があろ。それは以下の事項を含むものである。

A) より高い生産力と持続性を導くように改善された生産システムの開発に関する研究。

B)劣悪な環境下での農業生産の持続性に関すろ研究C'

C) 自然資源の管理と劣化の防止に関する研究。

D)すでに劣化した土地の回復を目指す研究。

E)生物工学における新技術の開発・研究計画への協力。

各研究センターの役割や発展途上国の需要は多様であるために， TACはこれらの幅広

い研究分野に対して包括的な優先順位を与えることが適当であるとは考えていない。むし

ろ，当委員会は，各研究センターがそれぞれの研究所の役割に配慮しながら，持続性関連

研究と他の研究とのバランスや他の研究機関との協力を保ちつつ，それぞれ固有の優先順

位を確立すべきであると考えている。

持続性の達成を阻害していろ深刻な問題に関する研究と，それらの解決を支援する追加

的な研究が緊急に必要であるという観点から，各研究センターが，その予算配分において

持続性に関連する研究の優先順位を見直し，妥当ならば予算を増加するよう TACは勧告

する。

各研究センターは，持続性を高めろことに貢献できるという確証を得れるならば，新し

い分野を自らの努力と各国の研究機関との共同研究によ-:,て切り開くべきである。環境の

保證と自然資源の保全に関して新たに必要とされている研究は多いので，生産力『関する

研究に対すろ支持と比較しても，この重要な新しい課題に対して資金供与国が資金援助の

枠を拡大すろ可能性か十分にあろと TACは考えている。 TACは，持続性に関係した新

しいプロジェクトの資金を得ようとすろ各研究センターの試みを支持すろものであろ。
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各資金供与国は，持続性関連の研究について，短期的な効果を期待したり要求したり

べきではない。この仕事は，本来長期的なものと見なすべぎであり，少なくとも短期問で

の生産力の向上という面に大ぎな効果を期待すべきではない。 CGIARの影響研究がす

でに指摘しているように，長期問の環境保講を目的とした研究の価値を評価するための新

しい方法が開発され，承認される必要がある。

さらに，すでに検討したように，持続性の達成の障害となる社会的環境要因の多くは各

国の政策にかかわる問題であって，技術的な解決方法を持っていない。 CGIARは，こ

れらの障害を直接取り除くことはできないが，国際社会の幅広い分野を代表する CGIA

Rの構成員はさまざまな手段によって大きな影響を与えることがでぎる。彼らはこの問題

の重要性と緊急性を政府に説得することができるし，持続性に関する農業の研究・開発を

二国問または多国問協力計画に含めることもでぎろ。

最後に， TACは，農業の持続性は第三世界の今後の発展と，将来の地球の安全保障に

大きく関係する問題であることを指摘したい。世界中の資金供与国は，発展途上国と同様

に，将来の資源配分と発展方向の中に持続性という視点の必要性を強調するという点に関

して重大な役割を持っていると TACは考えている。

4 • 1 6 糸吉論

TACは持続性を人口増加と資源保護との動態的関係として特徴づけた。関心をもつす

べての人達が直面している共通の課題は，持続的な農業生産に対する技術的，経済的，社

会的，制度的，政治的阻害要因，あるいはそれらの組み合わせからなる複合的な阻害要因

を取り除く方法を見い出すことである。

国際農業研究センターはこの課題の重要な部分を担当している。国際農業研究センター

は，将来の人類の存在をおびやかす深刻な問題に対する解決策を見い出すことによって，

地球社会に対してこれまでにない貢献をする機会を与えられているのである。
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